
  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

夏本番となり猛暑がつづいています。子どもは暑さの中でも、遊びに夢中

になり水分補給を忘れがちになるため、しっかり声をかけていこうと思い

ます。また大人も子どもも規則正しい生活をしないと体調を崩しやすくな

ります。睡眠を大事にして、ご飯も３食しっかり食べ、夏バテしないでこ

の夏を乗り切りましょう。 

 

 

「熱中症」・「夏バテ」予防し、楽しく、元気に暑さを乗り切るために 

親子で十分に注意をしましょう。 

 

7 月に発症した感染症 

・RS ウイルス  れんげ6名 ちゅうりっぷ４名 
・アデノウイルス  れんげ１名 
・アデノウイルス・ライノエンテロウイルス・パラ 
インフルエンザ３型 つくし１名 
・新型コロナウイルス感染症  れんげ１名  
・流行性耳下腺炎（おたふく）  みかん１名 
・ヘルパンギーナ れんげ１名 みかん1名 
・ヒトメタニューモウイルス ぶどう1名 
・溶連菌  ひまわり１名 
・急性胃腸炎  ちゅうりっぷ１名  
・嘔吐下痢症  みかん１名 
・突発性発疹  つくし１名 
・ＥＢウイルス ひまわり 1名 
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① 一日 3食しっかりたべる。・・・・熱中症予防のためにも、しっかり朝食を摂りましょう。 

②睡眠を十分とる。・・・・・お昼寝を含め１１～1３時間の睡眠をさせましょう。 

③冷房で温度を下げ過ぎない。・・・・室温が２６～28度になるようにエアコン調節を！ 

④清涼飲料水を飲みすぎない。・・・・飲みすぎは、食欲低下・肥満の誘因・ビタミン不足をおこします。 

⑤水分補給は、常温か暖かい飲み物で、麦茶がお勧めです。登園時は多めのお茶の用意をお願いします 

⑥良質タンパク質・ミネラル・ビタミンを積極的に摂る。 

⑦紫外線を浴び過ぎない。・・・・浴びすぎると免疫力の低下・活性酸素の発生で疲労しやすくなります。 

⑧短い爪で、ケガや虫刺され後の掻きこわしを予防しましょう。・・・・1週間に1回は爪切りを！ 

⑨適度な運動で汗をかき、元気な体作りをしましょう。汗をかいたら、肌を清潔にし、あせもの予防をしましょう。 

※インスタント・レトルト食品のとりすぎは 

ビタミン、ミネラル不足を招きやすいです 

 

※夏バテ（だるそう・元気がない・食欲がない）の原因は、暑さによる食欲低下で、冷たい飲み物の摂取が多くなり食事のバランスが偏ってしまうことです。 

また、多量の汗をかくことで体が水分不足になり、熱帯夜の寝苦しさからくる睡眠不足などの条件が重なって体調を崩す場合が多いようです。 

8 月 7日は鼻の日です 

鼻が悪いと中耳、のど、 

肺などの病気にかかりやす

くなり、いびきの原因にも

なります。 

この機会に 

子どもの鼻に注目！！ 

 

とびひについて 

最近、虫刺されのあとが赤く腫れてしまってい
るお子さんを見かけます。そのような時は流水
で洗ったり消毒をして皮膚を清潔にしましょ
う。熱感があれば冷やし、掻き壊しを予防する
ため絆創膏保護を行った時は、必ず日に1回は
はがし、皮膚の状態を確認しましょう。改善し
ない場合は皮膚科を受診するほうが治りが早い
ように思います。普段から爪を短く切り、体を
清潔に保つことが一番の予防法となります。 

大和保育所 

令和５年 

岩﨑 髙栁 

急な発熱、咳、嘔吐の症状が
あった方が多く、また複数
のウイルス感染の診断を受
けられた方もいました。 
園では個々の体調を考慮し
活動を行っていますが、家
庭のようにゆっくり休めな
いのが集団生活です。また
この気候では一度体調をこ
わすと、回復に時間がかか
っているようです。 
自己判断をせず、症状が軽
いうちに早めに病院を受診
され、体調をこわした後も
可能でしたら用心の日があ
るとよいように思います。 

エアコンをつけ、涼しくした車内でも熱中症には注意が必要です。

日よけを利用し、こまめに休憩と水分補給をするようにしましょ

う。また、エンジンを切った車内は急激に温度が上昇します。わず

かな時間でも子どもだけで車内に残さないようにしましょう。 

車や家の中でも熱中症になります。大人が注意してあげる

ことが大切です 

帰省や遠出をされる方もいると思います。楽しい夏をおすごしく

ださい。 


